
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
◆会長あいさつ◆ 高橋 和之 会長 

日曜日には好天に恵ま

れての今年最後のゴルフ

コンペを行いました。東京

麹町ＲＣのメンバーも参

加頂きまして、なごやかな

納会ゴルフコンペであり

ました。 
また、一昨日の月曜日には、菅原幹事、紺野会長

エレクト、福田社会奉仕委員長と一緒に、ロータリ

ー文庫の贈呈式で杉妻小学校を訪問して参りました。

これは福島南ＲＣ創立 40 周年記念継続事業の二年

目に当たるもので、図書を 81 冊贈呈してまいりまし

た。 
先週は例会がお休みでしたが、私は福島リトルリ

ーグ野球協会の卒団式・入団式に、ご招待を受けて

出席してまいりました。当協会は、冨田健三郎パス

ト会長が会長をされておりまして、野球少年を育成

しているボランティア組織です。一時は 160 名を擁

する人気のリトルリーグであったと伺いました。ベ

ンチに入れるレギュラー選手は限られておりますか

ら、大勢の子供たちは希望を失う選手となります。

そこで、チームのメジャー選手になれない予備選手

たちに、光を当てて励ますために、我々福島南ＲＣ

が主催している、「大声杯」リトルリーグ野球大会を

思いついたと、冨田会長から篤い思いをお聞きしま

した。14 年間続いた「大声杯」への支援は、新世代

育成に多大な奉仕をしてきたことに、プライドを持

つと同時に、これまで支えていただいた会員の皆様

方に、感謝申し上げる次第です。 

本日の例会は、特別養護老人ホーム「なごみの郷」

職場訪問です。私たちの身近にこのようなステキな

施設があることに今まで気づきませんでした。ご縁

を企画していただきました金子親房職業奉仕委員長

に感謝です。いつかはお世話になるかもしれません

のでしっかり勉強をします。本日は、大変お世話に

なりますが、よろしくお願いいたします。 

 

◆京都洛中 RC 訪問◆ 
復興支援室 林 克重 副委員長 

京都洛中ＲＣ様が８月に来福され支援のお約束を

頂きました。加藤登紀子コンサート、バザー等など

も行い、財団を活用し福島県内の施設へリフトカー

２台と線量計等の支援をしていただく事となりまし

た。この度、11 月 22 日（火）の京都ホテルオオクラ

の例会場に御礼かたがたお伺いしてまいりました。 

例会では、「RI 第 2530 地区復興支援活動について」

の演題でスピーチをさせいいただきました。 

北川会長からは、姉妹クラブでないがそれ以上の

思いを持っています。会員の皆様にくれぐれもお伝

えくださいとのことでした。 
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平成 23 年 11 月 30 日（水）「社会福祉法人 なごみ」 

■メークアップ/25 名 ■修正/67 名 ■修正率/100％ ■会員/67 名 ■出席/42 名 ■出席率/62.69％ 第 20 回例会 

 今月・来月のプログラム 
12 月 07 日(水) ロータリーの友読みどころ・誕生者お祝い 

        第７回 理事会 

12 月 14 日(水) クラブ年次総会 次年度役員・理事発表 
               例会後 IM 実行委員会 
        IAC 例会 福島成蹊高校 午後４時４５分～ 
12 月 21 日(水) 夜間例会 家族クリスマス忘年会 
12 月 28 日(水) 例会 休会 

本日のプログラム 
 

１ 開会点鐘 

２ 来訪者紹介と会長挨拶 

３ 施設説明 

「社会福祉法人 なごみ」 

  常務理事施設長 小林 康男 様 

４ 幹事報告 

５ 閉会点鐘 
６「社会福祉法人 なごみ」 

  特別養護老人ホーム 
   なごみの郷 施設 見学 

 

今週のトピックス 
流行語大賞のベスト１０に、ＡＣジャパンのテレビＣＭ

“こだまでしょうか”が入りました。久し振りに、ＣＭが

流れるのを見て、あの頃の妙な不安感がよみがえった。 

 

事務局／〒960-8151 福島市太平寺字過吹 6-2 ザ・36・メイファイブ 1Ｆ２号室

    tel．024-546-3793  fax．024-545-7878 

例会場／サンパレス福島 〒960-8101 福島市上町 4-30 

    tel．024-523-3811(代)  fax．024-23-0375 

HP アドレス http://www.inaka.ne.jp/f-southrotary/index.html 

 

◆「社会福祉法人 なごみ」◆ 
常務理事施設長 小林 康男 様 

皆様こんにちは、非常に

緊張しています。この特別

養護老人ホームは、３年ほ

ど前からここにいらっし

ゃる武藤先生と社会貢献

目的として、フラットな施

設を造りたいということ

で、皆様の協力をいただいて今年の 3 月に開設した

ものです。本来は、4 月 1 日の開所予定でしたが、

震災があり県からの要請もあり3月17日ＯＰＥＮと

なりました。最初の受け入れは、南相馬の津波で大

きな被害に遭った老人ホームの入居者でした。まさ

に最初から社会貢献となりました。 

現在は、ほぼ満床で入居者の平均年齢は８２歳で、

７０歳から９９歳までの方々がここで暮らしていま

す。 

敷地面積は約 2,000 坪で、建物は約 1,800 坪ほど

です。入居定員は、特別老人ホームとして 80 名・シ

ョートステイ 20 名・デイサービス 20 名・居宅介護

支援事業所 35 名です。4つの事業共に利益を目的と

することなく、これからの福祉事業で先駆的な事業

を進めていきたいと考えています。 

施設は 10 名単位のユニットシステムで、全室が個

室となっています。入居者のプライベートや個人の

尊厳などについて、具体化出来ているのではないか

と思っています。 

ここで働く職員は、18 歳から 55 歳ですが介護職

員の平均年齢は 26 歳で、非常に若い職員たちが老人

を支援しています。 

皆様もご存じのとおり、65 歳以上の人口が増え続

け、2050 年には 3,600 万人となり、その 20％の人が

介護を必要とするといわれています。このような状

況の中で、社会福祉法人「なごみ」としてもここを

起点として、社会貢献をして行きたいと思っていま

す。現在「なごみ」の特別老人ホームの入居待機者

は、200 名を超えています。しかし定員は 80 名で、

残念ですが年間 10 数名の方々が、入居することなく、

お亡くなりになっています。今後このような施設は、

ますます必要とされる施設と考えられています。 

この施設をより良くするよう、職員一同頑張って

行きたいと思っていますので、皆様のご協力をお願

いいたします。 

 

◆施設見学◆ 
特別養護老人ホームなごみの郷 

「なごみ」の職員、

廣川様より施設の説

明をしていただきま

した。 
左の写真は、入居

者の個室の写真です。

開所日から約 8 ケ月

なので、非常に清潔

感がありました。 

右の写真は、2 階の屋

外広場です。ゆったり

したスペースで、夏の

花火大会は綺麗に見ら

れるとのことでした。

また、流しそうめんな

どのイベントも開かれ

るとのことでした。 
 

業務内容についての

質問でしょうか？ 
廣川様が、丁寧に答えら

れているすがたも印象

的でした。 
 
 

 
 
◆スマイリングボックス◆ 
「なごみ」さんへの職場訪問移動例会に感謝して！ 
               高橋 和之 会長 
「なごみ」の皆様に感謝申し上げます。 
               菅原 節子 幹事 
南ゴルフコンペ準優勝     斎藤  浩 会員 
社会福祉法人なごみ職場訪問を記念して 
               宍戸 清和 会員 
なごみ様見学を記念して    鈴木 光一 会員 
ＲＣコンペ優勝しました。メンバーにも恵まれまし

た。万歳！！         高橋 勇雄 会員 
新しい出発となりました。   丹治 智幸 会員 
せっかくの骨休めの 11 月 23 日 会長には本当にお

世話になりました。お陰で形ができました。 
               冨田健三郎 会員 
本日も出席ありがとう！    林  克重 会員 
なごみホームを訪問させていただき感謝いたします。 
               福田 順一 会員 
私もいつかお世話になります。心がなごむなごみで 
               横山りつ子 会員  
 

スマイル  41,000 円 累計 950,000 円 
財団・米山  42,000 円 累計 899,000 円 

 
～ 一週一言 ～  海老 
 
海老は秋に殻を脱する。生ける限りよく殻を脱いで

固まらぬ、よく変化して行くという意味で、海老は

めでたい。自己の殻、学問の殻、仕事の殻、なかな

か脱けられぬものであります。これが脱けきらぬと、

人間が固まってしまう。 
      安岡 正篤 一日一言より 
 

―編集後記―  
 

母親が亡くなった実感が、感じられない？？（福田） 


